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土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
を
運
営
す
る
土
佐
山
田

観
光
開
発
株
式
会
社
が
、

民
事
再
生
法
に
基
づ
く
再

生
手
続
き
に
至
っ
た
。
土

佐
山
田
観
光
開
発
株
式
会

社
は
平
成
六
十
二
年
に
設

立
さ
れ
、
当
時
の
土
佐
山

田
町
と
し
て
は
、
土
佐
山

田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
発
展
・

町
の
活
性
化
を
念
じ
、
出

来
る
限
り
の
支
援
に
努
め

て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
バ

ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
景
気
の

低
迷
に
よ
り
、
大
幅
な
債

務
超
過
に
陥
っ
た
経
緯
が
、

社
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

設
立
当
時
、
土
佐
山
田

観
光
開
発
株
式
会
社
よ
り

土
佐
山
田
町
に
対
し
寄
付

金
が
あ
り
、
寄
付
金
に
見

合
う
株
式
を
土
佐
山
田
町

開
発
公
社
で
六
百
口
所
有

し
、
現
在
も
香
美
市
開
発

公
社
が
株
主
の
一
員
で
あ

る
。ま

た
、
ゴ
ル
フ
場
に
隣

接
す
る
地
域
の
ほ
場
整
備

事
業
に
対
し
、
当
時
の
土

佐
山
田
町
が
負
担
す
る
額

の
二
分
の
一
を
町
に
対
し

支
払
う
と
い
う
覚
書
が
交

わ
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二

年
度
か
ら
滞
り
、
残
額
約

一
億
四
千
五
百
万
円
を
三

十
三
年
度
ま
で
に
支
払
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
再
生
手
続
き
の

中
で
負
債
処
理
の
方
法
等

を
協
議
す
る
こ
と
と
な
る
。

九
月
二
十
六
日
に
第
一

回
地
域
審
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。
初
の
審
議
会
は
共

通
の
議
題
も
多
く
、
合
同

で
開
催
さ
れ
た
。

会
長
・
副
会
長
の
選
任

は
、
土
佐
山
田
審
議
会
会

長
に
山
崎
和
孝
氏
、
副
会

長
に
坂
元
吉
久
氏
、
香
北

審
議
会
会
長
に
野
島
民
雄

氏
、
副
会
長
に
岡
林
寿
男

氏
、
物
部
審
議
会
会
長
に

宗
石
教
道
氏
、
副
会
長
に

小
松
律
男
氏
と
な
っ
た
。

審
議
会
の
役
割
は
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
、
香
美

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
執

行
状
況
、
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
等
、
そ
の
他
審
議

会
が
必
要
と
認
め
る
事
項

に
つ
い
て
審
議
、
答
申
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
庁
舎
建
設
委
員

会
等
の
委
員
選
出
に
つ
い

て
、
各
審
議
会
ご
と
に
協

議
し
決
定
し
た
。

新
市
の
財
政
計
画
は
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十

三
年
度
の
中
期
計
画
と
し
、

九
月
末
現
在
、
一
定
の
条

件
下
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で

作
業
が
進
ん
だ
。
そ
の
中

で
、
本
市
の
行
政
ニ
ー
ズ

を
現
行
の
行
政
水
準
の
ま

ま
満
た
そ
う
と
す
れ
ば
、

五
年
間
で
約
二
十
九
億
円

の
財
源
不
足
と
な
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

原
因
は
、
一
般
財
源
に

起
因
し
て
お
り
、
平
成
十

七
年
度
の
一
般
財
源
を
一

〇
〇
と
し
た
場
合
、
二
十

三
年
度
は
九
六
に
減
少
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

現
在
、
国
の
経
済
は
上
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昇
基
調
に
あ
る
が
、
逆
に

一
般
財
源
が
減
少
す
る
見

込
み
を
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
本
市

の
財
政
基
盤
の
弱
さ
、
財

政
状
況
の
悪
さ
が
浮
か
び

上
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

収
支
改
善
策
を
講
じ
、
行

財
政
改
革
大
綱
や
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
方
針
を
取
り

込
み
、
十
二
月
議
会
に
財

政
計
画
を
示
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

｢

香
美
市
合
併
記
念
事

業｣

の
主
催
事
業
が
決
定

し
た
。
十
一
月
十
二
日
の

｢

奥
も
の
べ
ま
る
ご
と
自

然
体
験｣

を
は
じ
め
、
十

二
月
二
日
の
３
エ
リ
ア
を

つ
な
ぐ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
や
秦
山
公
園
で
の
伝
統

芸
能
大
会
、
三
万
人
の
笑

顔
写
真
展
な
ど
多
彩
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
来
年
三
月

の
西
熊
を
主
と
し
た
植
樹

祭
で
締
め
く
く
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い

て
は
、
予
察
駆
除
を
四
月

に
実
施
し
、
五
月
以
降
は

通
常
駆
除
を
行
っ
て
き
た

結
果
、
八
月
末
現
在
イ
ノ

シ
シ
五
十
四
頭
、
シ
カ
二

百
四
十
一
頭
、
サ
ル
五
匹
、

ノ
ウ
サ
ギ
三
羽
、
ゴ
イ
サ

ギ
一
羽
で
あ
り
、
昨
年
同

期
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。被

害
防
止
事
業
に
つ
い

て
は
、
県
単
事
業
七
件
、

市
単
事
業
五
件
の
補
助
申

請
が
あ
り
補
助
総
額
七
十

一
万
九
千
円
で
あ
る
。

高
知
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
四

号
区
画
に
分
譲
申
請
が
あ
っ

た
広
島
県
福
山
市
の
株
式

会
社
ジ
ェ
ー
イ
ー
エ
ル
と

九
月
十
五
日
に
譲
渡
契
約
、

環
境
協
定
を
締
結
し
た
。

工
場
建
築
工
事
は
、
本

年
十
一
月
着
手
予
定
で
工

事
完
了
は
、
来
年
四
月
末
、

操
業
が
来
年
六
月
一
日
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
第

一
期
計
画
で
は
、
従
業
員

数
十
二
名
で
、
半
導
体
用

ウ
エ
ハ
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
・

基
盤
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
生

産
を
計
画
し
て
い
る
。

今
年
度

｢

学
校
評
価
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業｣

を
実

施
し
て
お
り
、
三
日
間
の

予
定
で
文
部
科
学
省
の
担

当
者
が
、
教
育
委
員
会
・

山
田
小
学
校
・
鏡
野
中
学

校
に
て
、
第
三
者
評
価
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
各
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
教
育
の
質
を
評

価
し
、
結
果
に
応
じ
て
必

要
な
支
援
を
行
い
、
一
定

水
準
の
教
育
を
保
証
し
、

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
十
七
年
四
月
よ
り

休
校
中
で
あ
っ
た
平
山
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
宿
泊

を
伴
う
社
会
教
育
施
設
と

し
て
整
備
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
整
備
を
進
め
る

た
め
に
、
地
域
の
同
意
も

得
て
お
り
、
今
議
会
で
学

校
設
置
条
例
の
改
正
案
を

提
案
し
て
い
る
。
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工場建設間近 (高知テクノパーク)

生
ま
れ
変
わ
る
平
山
小
学
校

再
生
手
続
き
の

申
し
立
て

第
１
回
地
域
審
議
会

を
開
催

香
美
市
財
政
計
画

合合
併併
記記
念念
事事
業業
がが決決

定定

有有
害害
鳥鳥
獣獣
駆駆
除除
のの状状

況況

テテ
クク
ノノ
パパ
ーー
クク
４４
号号

区区
画画
をを
分分
譲譲

第第
三三
者者
にに
よよ
るる

学学
校校
評評
価価

平平
山山
小小
学学
校校
をを

社社
会会
教教
育育
施施
設設
にに




